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世界の革新的な将来交通ビジョン



革新的な交通ビジョンが続々発表

ロンドン
ボストン
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ヘルシンキ

ロサンゼルス



フィンランド・ヘルシンキ 交通ビジョン2050：
自動車に依存しない都市のあり方を提案

出典）ヘルシンキ市都市計画局
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サディク・カーン市長の提言、交通戦略2030：「健康な街路政策」実現に向
け、自転車利用、公共交通の改善、健康、渋滞緩和を重視。2041年までに自動車分担率を３
６％から20%に削減することを目指す。図はセントラルロンドンのビジョン

出典）英国・ロンドン市
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ボストンの交通戦略 Go Boston 2030：
2030年までに1人乗り自動車利用を半減を目標、そのため、あらゆる手段のアクセス向上、
安全性改善（速達性よりも安全を重視）、信頼性確保などを柱とした具体の行動目標を明示

出典）米国・ボストン市
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デジタル世代に対応した交通戦略：2018年5月に策定、加えてMETROが2028
年までに公共交通や新しいモビリティの利用を倍増する目標を策定

出典）米国・ロサンゼルス市



• ビジョンゼロ：街路空間を
再編し、安全な移動環境
を創出する取組みが世
界中で拡がっている

• NYでは、4年間（2013～
2016）で交通事故死者数
は28％減少。そのうち歩
行者の死者数は45％減
少を達成
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ヴィジョン・ゼロと街路革命

出典）NYDOT



CASE
ダイムラーが描く将来モビリティ社会：

2016年10月のパリモーターショーで示された中期ビジョン
出典）ダイムラー社
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トロントのスマートシティ： アルファベット傘下のSidewalk Labs（グーグル）

は、トロントの市民、企業、来訪者のQOLを向上し、世界のモデルとなる都市革命、Society5.0
のフラッグシップとしてスマートシティを展開

出典）Sidewalk Toronto Project Vision



都市が抱える本質的な課題
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世界で毎年130万人以上の方が亡くなっている

24秒にひとり

出典）WHO
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高齢者の移動格差

免許・自動車保有
外出率 80％

免許非保有
外出率 49％

出典）前橋市公共交通網形成計画（H30年3月）
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外出しない若者（休日の例）

出典）国土交通省「全国都市交通特性調査（H27年調査）

外出率



電動化、自動化だけでは
都市問題は解決しない
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出典）City of Vancouver



新しいモビリティ社会の本命
マースとは
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「あなたのポケットに全ての交通を」：
MaaSとは、自動車という伝統的な交通手段に加えて、新たな選択肢を提供しようという概念である。

マイカーという魅力的な移動手段と同等かそれ以上に魅力的な交通サービスを提供し、持続可能
な社会を構築していこうという全く新しい価値観やライフスタイルを創出する新しいモビリティサービ
ス

MaaSの概念

出典）MaaS Global社
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MaaSの基本構造

地域の事情に応じて統合

個々人の趣味趣向が反映

小さい交通



自家用車中心の社会

↓MaaS↓

多様なモビリティの社会

にパラダイムシフト
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交通渋滞、環境問題等への対応

ヘルシンキのWhim（ウィム）：
公共交通、タクシー（5km以内）、レンタカー等の交通手段を一つのアプリで移動計画、予約、決算
できる定額サービス。MaaS Globalが16年6月から運営（技術庁、運輸通信省が助成）。18年4月に
ウエストミッドランド、18年10月にアントワープ、19年内には日本でも導入予定

出典）Whim公式サイト（2019年9月末時点）



22

出典）MaaS Global社

二輪車
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ロンドンで始まった乗り放題サービスCitymapper:：
週額料金40ポンド（約5825円）で、ロンドン交通局のゾーン1および２のエリア内を運行する電車、地下
鉄、バスと「Santander Cycles」を無制限に利用でき、「Citymapper Ride」を上限12ポンド（約1748円）ま
で利用。2019年3～4月頃スタート
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ドイツ・ベルリンMaaSがスタート：サービス名は「Jelbi」。ベル

リンの全ての交通が１つのアプリで。ルート検索から予約、発券まで。2019年9月26日から。
出典）BVG
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Rural(ルーラル）MaaS：フィンランドのポルヴォー（人口4.9万人）、ロビーサ（人口約7000人）では

「Kyläkyyti」（キラキーティ）というサービスを提供
出典）Kyyti社

代表的なMaaS：地方の移動支援への対応
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MaaSの未来：Beyond MaaSへ

Beyond MaaS
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Beyond MaaS:まちづくりと融合

アプリ
DL数
２５０００
突破

(6月末時点）

2019

１２月末まで

出典）トヨタ自動車、西日本鉄道



28

1）マルチモーダル検索
（鉄道、地下鉄、バス、自動車、レンタカー、タクシー、自転車シェア、駐車予約）

トヨタのMaaSアプリ「my route（マイルート）」：福岡を対象に、ルート検索、予約、決済
（一部）、発券が一つのアプリで可能

出典）トヨタ自動車記者発表
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4）発券（電子チケット）

出典）トヨタ自動車、西日本鉄道
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出典）日経クロストレンド：トヨタ版MaaSアプリ最新データでみえた福岡の「移
動革命」、2019年5月27日
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MaaS付住宅：132世帯のカーフリー住宅を開発（2019年3月～）、E2CBが居住者の

移動を支援する住民専用アプリを提供（カーシェアSunfleet、公共交通の電子チケット、自転車
シェアGoRide等のマルチモーダルサービスを提供）。

▼Ｅ2CBのMaaSアプリ▼カーフリー住宅Riksbyggens Brf Viva（イエテボリ）

＋

住宅開発と連携した新モビリティサービス

出典）E2CB
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オフィスのリ・デザイン：駐車場利用している地上部３フロアーは、オフィス転用も可能なオ
フィスの出現、シンシナティ

出典）Gensler社

Beyond MaaS:オフィスと融合
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Beyond MaaS:観光と融合

出典）ウィラー社
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出典）ウィラー社
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出典）ウィラー社
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小型キャビンが様々な移動ニーズに対応、無人運転、電動化、電子連結、オンデマンド型の
交通サービスがMaaSに統合されていく トヨタ e-Palette

Beyond MaaS:自動運転と融合

出典）トヨタ自動車
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Beyond MaaS:自動運転との融合

多様な
移動手段

優良
ドライバー

顧客

出典）Lyft社

自動運転

公共交通

小さい交通自動車（配車）
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出典）BCG＆MIT

-48％

-28％自動車台数

駐車需要

＜将来ケース＞
公共交通 34％
自動運転バス 28％
自動運転タクシー 24％
相乗り自動運転タクシー 14％

＜現況＞
公共交通 56％
自家用車 33％
タクシー＆配車 11％



街 路
• 自動運転普及率20～30%（100％ではない世界）
の社会を見据えた戦略やビジョンが重要

• この20年間でバス専用レーン、HOVレーン等、特
定の車両を優先する空間を大幅に増やした欧米

• アクセスコントロールされた道路が都市内NWと
して機能している欧州

自動運転社会を見据えた先行投資

街路の効率性を上げ、沿道価値を高めていく戦略

車線幅3.5mからの解放
40
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ロンドンのバス専用レーン：
2000年から17年間で290kmの空間再配分を実施 出典）TfL
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NYのバス専用レーン：2010年以降、15区間の160kmの空間再配分を実

施。優先信号、停留所などの総合施策を展開

出典）ニューヨーク市DOT



NACTOの提案
～自動運転社会におけ
る道路デザインのあり
方～

43

道路空間の利用効率を上
げ、台数ではなく、移動人
数を大幅に増加させ、地
域活性化を実現

出典）NACTO:National Association Transportation Officials

1万人/時間

3万人/時間



セミトランジットモールを走行する自動運転バス：駅と中心街を結ぶ循環
ルートと中心街と住宅街を結ぶルートの2系統が運行。優先信号により車両が接近すると青信
号に変わるよう工夫。2016年から始まり、3年以上走行。

スイス・シオン（人口3万人）
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路 肩
• 世界は、路肩の争奪戦が始まっている

– 配車サービス、カーシェア、自転車レーン、基幹バス
（BRT)、荷捌き、自転車シェア、電動スクーター 等々

• 将来ビジョンの中で路肩の位置づけが増えつつある
– オンデマンド型交通サービスの乗降空間

• ダイナミックな路肩運用
– 時間のシェアリング、料金のダイナミック化

ダイナミックな空間運用の時代へ

乗降空間を道路空間に取り込んでいく戦略
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ヘルシンキ 交通ビジョン2050：
道路の中央に駐停車空間を確保した提案

出典）ヘルシンキ市都市計画局
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CASE
ダイムラーが描く将来モビリティ社会：
道路空間に多くの駐停車空間が提案されている 出典）ダイムラー社



48出典）SidewalkLabs Tronto



交差点

• 走行時間の約２割は信号停止
– 無人化だけでは、拠点間の移動時間は全く変わらない

• 無人運転の技術性能を踏まえた交差点形状
– ラインドアバウト型、交差点内一方通行

– 無人運転が普及しても自転車や歩行者との事故の問題
は残る点に配慮

• 様々な交通モードの交錯点として、機能の見直し（モ
ビリティハブの概念)

止まらない交差点のデザイン
重要交差点が新たな価値を生む場所へ
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自動運転時代の交差点デザイン：「ラウンドアバウト」、「ライストマイ

ルの接続」、｢モビリティハブ｣

出典）NACTO
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カーシェア専用駐車場

自転車シェア用デポ

東西幹線バス

カーシェア専用駐車場

モビリティ・ハブ
（バンクーバー）

P&R駐車場
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自動運転時代の交差点デザイン：止まらないバス停、優先信号と一

体となったインフラ設計



駐車場

• 自動運転が普及した(20年後）駐車場の機能役割
– 路外駐車場⇒路上駐車場へ：アデレード、アムステル
ダム

– 計画量の抜本見直し：米チャンドラー

• 街区全体の計画へ反映：アウディ提案

• 新しい駐車場の機能、付加価値
– 配車サービスの待機場所
– シェアリングのスペース（自動車、自転車、他）

• 都心部の有効活用、新たな都市開発
– パブリックスペース、住空間（アフォーダブル）
– タクティカルアーバニズム
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都心のリ・デザイン：駐車車両で埋め尽くされた空間が削減され、パブリックス
ペースが創出 出典）WSP/PBと建築事務所Farrellsによるレポート
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駐車のリ・デザイン：スマートシティの一環として、モビリティ革命を先取り、立体駐車場
から路上のスマートパーキングに投資、CBDに2800箇所に導入予定

オーストラリア・アデレード



56

駐車のリ・デザイン：電動のカーシェアリングのデポ（充電施設完備）を戦略的に配置
オランダ・アムステルダム
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道路と駐車を一体でリ・デザイン：
出典）アウディ社



結節点・駅

• チケットレス、キャッシュレス時代の結節点
– ラッチ（改札）のない世界

• 新しいモビリティを融合したデザイン
– 様々なモビリティを集約、コンパクト

• 様々なモビリティが短距離で乗り継げるデザイン
– 都市間→都市内→ラストマイル

– 巨大なタクシー待機スペースの縮小へ

• 日本もラッチのない駅、結節点へ
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ロッテルダム中央駅（2014年3月13日リニューアルオープン）：トラム、バス、自転車が
集約された結節点、地下には5190台収容の駐輪場を配置し、地上を広場化

オランダ・ロッテルダム59



チケットレス、キャッシュレス時代のモビリティハブ：
真のユニバーサルデザイン社会へ 。異なる移動手段が同一ホームで乗り継げるよう工夫された改札
の無い結節点 写真）フランス・ナント
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モビリティハブのデザイン例：街路空間に停留所を戦略的に配置し、ま
ちの賑わいを演出

写真）米・ポートランド



スマートシティ
• 世界は、エネルギー特化でないスマートシティの時代
に政策転換
– AI、IoTを活用した都市、まちづくり

• 都市開発と新しいモビリティが一体
– 不動産の付加価値として必須な時代へ
– シンガポール「Smart Nation」、中国雄案新区他

• 新しいモビリティを前提とした新しいライフスタイルの
提案
– グーグル本社、グーグルのトロント提案
– ハンブルグ（独）のファーフェンシティ

• 課題解決側、ニーズ志向のスマートシティ
– モデル地区での実証：ブラウンフィールド
– 都市計画とモビリティの融合：グリーンフィールド
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シンガポールのスマートシティ：新しいモビリティ前提の都市開発が7

地区で進行中。MRT＋自動運転バスとMaaSによるニュータウンが2022年で2箇所オープン
出典）シンガポール政府
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トロントのスマートシティ：アルファベット傘下のSidewalk Labs（グーグル）は、トロントの市民、企
業、来訪者のQOLを向上し、世界のモデルとなる都市革命、Society5.0のフラッグシップとしてスマートシティを
展開

出典）Sidewalk Toronto Project Vision
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People-First Streets

出典）Sidewalk Toronto Project Vision
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出典）Sidewalklabs Tronto



おわりに

• 移動革命を想定したインフラの議論、先行投資が世界中
で始まっている
– 車線3.5mからの解放
– 専用空間への空間再配分
– 路肩、駐車場の機能、役割が大きく変化

• モビリティと建物、インフラなどが一体化へ
– 新しいモビリティによる新しいライフ生活像を描いたまちづくり、
都市開発の時代へ

– 乗降空間の価値、モビリティハブの価値が高まっていく社会
– オフィス、住宅と駐車場の関係が大きく変わっていく

• 人間中心のモビリティデザイン社会へ
– 計画のプロセスの変革、市民意識の変革を
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